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Proud!
Japan

復興を支援しよう

本紙に掲載しているイベント等は、
新型コロナウイルス感染症の状況で
中止や延期となる場合があります。

壮麗な武者たちの出陣姿！
　10月23日（日）、秋晴れのなか「木曽義仲挙兵武者行列」が開催されました。行列には市内外から
多くの一般参加者が加わり、遠方では兵庫県や大阪府からの参加もありました。途中、あさかわ様から
は大河ドラマ出演キャストが登場し、沿道の観客の熱気がさらに高まりました。    【関連 2～3ページ】

 11月 20日 義仲イヤー記念講演会
 12月 10日 第50回ふれあい・人権の集い2022
  28日 鹿教湯温泉「氷灯ろう夢祈願」（～1/31）

令和5年
 1月 1日 第49回元旦マラソン
  8日 二十歳を祝う式 （旧  成人式）



　
10
月
23
日
（
日
）
4
年
に
1
度
の

「
木
曽
義
仲
挙
兵
武
者
行
列
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
約
１
１
０
人
の
華
や
か
な
武
者
行

列
が
上
丸
子
商
店
街
を
練
り
歩
き
、

市
内
外
か
ら
観
客
が
訪
れ
る
大
き
な

イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
行
列
は
デ
リ
シ
ア
上
丸
子
店
様

前
か
ら
始
ま
り
、
あ
さ
か
わ
様
で
イ

ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

安
良
居
神
社
ま
で
行
進
し
ま
し
た
。

小川さなえさん（左）、迫田孝也さん（右）

町田悠宇さん

藤華久三社中による義仲舞踊
ふじ    か   ひさ  みつ しゃ ちゅう

木村昴さん

丸子太鼓保存会による義仲太鼓 なぎなた連盟上田教室

青木崇高さん

　
大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿
の
13
人
」
で
木

曽 
義
仲
役
を
熱
演
し
た
青
木 

崇
高
さ
ん

の
ほ
か
、
木
村 

昴
さ
ん
（
以
仁
王
役
）、

町
田 
悠
宇
さ
ん
（
今
井 

兼
平
役
）
が
行

列
に
加
わ
り
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
迫
田 
孝
也
さ
ん
（
源 

範
頼
役
）

が
歴
史
タ
レ
ン
ト
の
小
川 

さ
な
え
さ
ん
と

と
も
に
、
マ
イ
ク
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
観

客
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　
あ
さ
か
わ
様
駐
車
場
で
「
祝
い
の
儀
」、

安
良
居
神
社
で「
必
勝
祈
願
の
儀
」の
イ
ベ

ン
ト
も
実
施
さ
れ
、
薙
刀
演
舞
や
必
勝
祈

願
の「
矢
」の
奉
納
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
河
ド
ラ
マ
出
演
者
の
4
人
は
行
列

終
了
後
に
丸
子
文
化
会
館
に
お
い
て
、

30
分
の
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
を
行
い
ま
し
た
。

ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
で
は
、
行
列
に
参
加
し

て
の
感
想
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

信
州
丸
子
義
仲
祭
り【
秋
の
陣
】 

木
曽
義
仲
挙
兵
武
者
行
列
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義仲公に関する話題紹介

　9
月
18
日（
日
）ア
リ
オ
上
田
館
内
に
お
い
て
、子
ど
も
武

者
行
列
が
行
わ
れ
ま
し
た
。子
檀
嶺
神
社
の
清
住
禰
宜
が

義
仲
公
に
、女
優
の
土
屋 

貴
子
さ
ん
が
巴
御
前
に
扮
し
て

武
者
姿
の
子
ど
も
た
ち
と
歩
き
ま
し
た
。行
列
は
12
時
30

分
と
15
時
30
分
の
2
回
行
わ
れ
、計
9
名
の
お
子
さ
ん
が

約
30
分
か
け
て
館
内
を
周
り
ま
し
た
。

　途
中
、
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
「
た
の

し
か
っ
た
」「
ち
ょ
っ
と
疲
れ
た
」
な
ど
コ
メ
ン
ト
し
ま

し
た
。
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
の
最
後
に
は
皆
で
こ
ぶ
し
を
握

り
、「
え
い
え
い
お
ー
」
と
勝
ど
き
を
あ
げ
ま
し
た
。

ア
リ
オ
上
田

　長
月
の
陣 

義
仲
公
・
巴
御
前
と
武
者
行
列

　9
月
21
日（
水
）か
ら
10
月
27
日（
木
）ま
で
上
田
市
立
丸
子

図
書
館
で
漫
画
家
・
西
川
か
お
り
先
生
の
イ
ラ
ス
ト
パ
ネ
ル

展
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　長
野
県
立
歴
史
館
で
展
示
さ
れ
た
イ
ラ
ス
ト
パ
ネ
ル
か
ら
、

10
枚
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　歌
舞
伎
や
能
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
義
仲
公
や
巴
御
前
を
描

い
て
い
る
ほ
か
、
海
野
氏
や
根
井
氏
な
ど
の
義
仲
公
に
仕
え

た
武
者
た
ち
も
美
し
い
色
彩
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　分
か
り
や
す
い
解
説
文
も
添
え
ら
れ
、義
仲
公
を
取
り
巻
く

歴
史
に
つ
い
て
理
解
が
深
ま
る
展
示
と
な
り
ま
し
た
。

丸
子
図
書
館 

西
川
か
お
り
イ
ラ
ス
ト
展

　ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
で
は
、
青
木 

崇
高
さ
ん
の
絵
画

『
興
亡
の
果
て
』に
つ
い
て
触
れ
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　血
や
権
力
な
ど
を
象
徴
す
る
泥
を
跳
ね
て
駆
け

る
12
頭
の
馬
が
描
か
れ
て
お
り
、
13
頭
め
の
視
線

か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　絵
画
は
、丸
子
文
化
会
館
ロ
ビ
ー
に
展
示
中
で
す
。

（
終
了
日
未
定
）

丸子弓道会によるかぶらや披露 市長挨拶

閉祭式の様子

自身が制作した『興亡の果て』を背にする青木崇高さん

丸子まちづくり会議による
平茸汁の振る舞い

こ
ま
ゆ
み
ね

ね   

ぎ

た
か 

こ
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丸子地域自治センターだより  第88号

　こ
ん
に
ち
は
！
椀
子
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
小
林

で
す
！
今
回
は
椀
子
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
取
り
組

ん
で
い
る
「
地
域
と
の
共
生
」
に
つ
い
て
お

話
し
ま
す
。

　椀
子
の
ワ
イ
ン
造
り
に
は
、
地
域
の
皆
様

の
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　椀
子
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
開
園
時
か
ら
、
環
境

の
整
備
や
ワ
イ
ン
文
化
を
地
域
に
広
め
よ
う

と
活
動
し
て
く
だ
さ
っ
た
陣
場
台
地
研
究
委

員
会
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
地
域
の
方
に

支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　長
年
、陣
場
台
地
研
究
委
員
会
に
主
催
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
、一
般
の
方
向
け
の
植
栽
・

除
葉
・
収
穫
の
作
業
体
験
は
、地
域
の
方
に
ワ

イ
ン
文
化
に
触
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
目
的
の
1

つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、私
た
ち
も
、年
々
拡
大
す

る
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
の
管
理
を
サ
ポ
ー
ト
い
た
だ
け

る
こ
と
は
、と
て
も
あ
り
が
た
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
春
・
夏
・
秋
の
マ
ル
シ
ェ
は
地
域

の
方
に
ワ
イ
ン
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
場
と

し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　地
元
の
皆
様
と
協
働
し
て
出
来
た
ワ
イ
ン

を
味
わ
い
、
地
元
食
材
を
使
っ
た
ワ
イ
ン
に

合
う
お
い
し
い
フ
ー
ド
と
楽
し
め
る
様
に
毎

回
企
画
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
も
丸
子
地
域

の
飲
食
店
や
農
業
者
の
方
に
出
店
を
い
た
だ

き
、
マ
ル
シ
ェ
を
共
に
作
り
上
げ
る
こ
と
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
さ
ん
と
接
す
る
一

つ
一
つ
の
機
会
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

MARIKO
Winery
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【
ワ
イ
ナ
リ
ー
近
況
】

   

地
域
と
の
共
生
に
つ
い
て

お
し
え
て
ワ
イ
ナ
リ
ー
長
！

　

Q 

椀
子
ワ
イ
ナ
リ
ー
自
慢
の
赤
ワ
イ
ン
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

A 

椀
子
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
は
「
オ
ム
ニ
ス
」

と
い
う
ワ
イ
ン
を
作
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
言
葉
は
ラ
テ
ン
語
で
「
す
べ
て
」
と

い
う
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

「
オ
ム
ニ
ス
」
は
メ
ル
ロ
ー
、
カ
ベ
ル
ネ
・

フ
ラ
ン
、
カ
ベ
ル
ネ
・
ソ
ー
ヴ
ィ
ニ
ヨ

ン
、
プ
テ
ィ
・
ヴ
ェ
ル
ド
の
ぶ
ど
う
品

種
か
ら
作
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
、
ぶ
ど

う
を
取
り
巻
く
環
境
（
天
候
）
は
違
い

ま
す
。
そ
の
年
に
一
番
良
く
熟
し
た
ぶ

ど
う
を
ブ
レ
ン
ド
し
て
「
オ
ム
ニ
ス
」

を
造
る
の
で
、
年
に
よ
っ
て
使
用
す
る

ぶ
ど
う
品
種
の
比
率
は
異
な
り
ま
す
。

ま
た
、
作
れ
る
本
数
も
変
わ
っ
て
く
る

た
め
、
ぶ
ど
う
の
品
質
が
一
定
に
満
た

な
い
年
は
欠
番
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

気
候
に
恵
ま
れ
て
い
る
椀
子
で
は
、
今

ま
で
に
欠
番
の
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
が
1
年

し
か
な
い
こ
と
を
考
え
て
も
、
陣
場
台

地
が
ワ
イ
ン
造
り
に
と
っ
て
最
適
な
環

境
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　10月15日（土）・16日（日）、「千曲川×依田川地区かわ
まちづくり」事業整備箇所（大石橋周辺）において、事業
完成前イベントが開催されました。
　キャンプ設営教室やアウトドア料理教室が実施されたほ
か、カヤック・薪割り体験・マウンテンバイクなど様々なコー
ナーが用意され、来場者はアウトドア体験を楽しみました。
　また、16日には「まるまちマルシェ」や「こども遊びプ
ログラム」が行われました。キッチンカー等の販売スペース
が賑わったほか、「チャンバラ」などの子ども遊びで楽しそ
うな声が響いていました。
　川に入り足を濡らして遊ぶ子どもたちの姿も見られ、来
場者は新しい川辺の空間を満喫していました。

　10月2日（日）、丸子文化会館で宝くじ文化公演「アニソ
ンファンタジックコンサート」が開催されました。
　水木 一郎さん、堀江 美都子さん、森口 博子さん、高橋 
洋子さんといった豪華出演者の皆さんが、誰もが聴いたこ
とのある名曲の数々を歌いました。
　観客は歓声を上げられない代わりに拍手や手拍子で盛り
上がりました。また、手を挙げて両手を左右に振るなど、座っ
てできるダンスを出演者と一緒に行い、会場が一体となって
アニソンを楽しみました。
　出演者は「長野県は大きな拍手で応えてくれるのでとて
も嬉しいです。拍手が私たちの力になっています」と会場
の盛り上がりに応えていました。

完成前空間においてイベントが開催されました アニソンファンタジックコンサート
「千曲川×依田川地区かわまちづくり」事業 宝くじ文化公演

ほり    え       み     つ     こ　　　　　　　　　もり　ぐち     ひろ    こ                           たか  はしみず    き      いち  ろう

よう    こ
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【
自
己
紹
介
】

　9
月
1
日
に
「
上
田
市
地
域
お
こ
し
協
力

隊
」
と
し
て
丸
子
産
業
観
光
課
に
着
任
し
た
、

岡
本
梓
と
申
し
ま
す
。

　10
年
以
上
、
群
馬
県
嬬
恋
村
に
あ
る
「
山

の
家
」
と
埼
玉
県
川
越
市
の
「
街
の
家
」
と

の
2
拠
点
生
活
を
送
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　高
原
の
緑
に
癒
さ
れ
る
週
末
を
過
ご
し
、

後
ろ
髪
を
ひ
か
れ
な
が
ら
月
曜
に
は
街
に
戻

る
…
を
繰
り
返
す
日
々
。
い
つ
か
、
生
活
に

便
利
で
「
山
の
家
」
に
近
い
東
信
エ
リ
ア
に

移
住
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　そ
ん
な
折
に
「
上
田
市
地
域
お
こ
し
協
力

隊
」
の
募
集
の
話
を
耳
に
し
て
、
さ
っ
そ
く

応
募
し
た
次
第
で
す
。

【
丸
子
地
域
の
印
象
】

　実
際
に
移
住
し
て
み
て
、
丸
子
地
域
は
私

に
と
っ
て
「
ち
ょ
う
ど
い
い
」
環
境
だ
と
い
う

印
象
を
抱
き
ま
し
た
。
市
の
中
心
地
へ
の
ア
ク

セ
ス
も
良
く
、
買
い
物
に
も
困
ら
な
い
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
自
然
豊
か
な
環
境
。
以
前
か

ら
移
住
を
模
索
し
て
い
た
私
で
す
が
、
日
常

生
活
に
不
便
が
あ
る
ほ
ど
の
田
舎
は
求
め
て

お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
の

「
ち
ょ
う
ど
い
い
」
環
境
が
、
丸
子
地
域
に
は

あ
る
と
思
い
ま
す
。

【
任
務
】

　丸
子
温
泉
郷
を
拠
点
と
し
、他
の
観
光
地
と

も
協
働
し
て
、丸
子
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
よ
う
な
情
報
発
信
や
事
業
の
企
画
が
で
き
た

ら
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　こ
の
地
を
自
分
の
地
元
と
し
て
盛
り
上
げ
て

い
く
、そ
ん
な
思
い
で
丸
子
地
域
に
貢
献
で
き

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

【
現
在
の
主
な
活
動
】

　8
月
末
に
丸
子
地
域
に
引
っ
越
し
て
き
た
ば

か
り
で
、ま
だ
ま
だ
新
参
者
で
す
。こ
の
地
に

謙
虚
に
身
を
置
き
、地
元
の
方
々
の
声
に
耳
を

傾
け
、一
緒
に
考
え
て
い
け
る
関
係
を
構
築
す

る
。そ
ん
な
活
動
の
土
台
づ
く
り
に
励
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。普
段
は
鹿
教
湯
温
泉
交
流
セ

ン
タ
ー
に
勤
務
し
て
お
り
、具
体
的
に
は
ま
ず
、

丸
子
温
泉
郷
の
誘
客
促
進
や
地
域
の
活
性
化

の
た
め
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【
今
後
の
展
望
】

　人
口
減
少
が
進
む
地
域
の
活
性
化
は
、
そ

の
地
域
だ
け
で
盛
り
上
が
る
の
で
は
効
果
が

薄
い
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
ず
は
他
の

地
域
か
ら
足
を
運
ん
で
も
ら
い
、
丸
子
の
魅

力
を
知
っ
て
も
ら
う
。
い
ず
れ
は
そ
れ
を
移

住
推
進
活
動
に
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば
、
と
い

う
の
が
今
後
の
展
望
で
す
。
ど
う
か
気
軽
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群馬県高崎市出身
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　9月25日（日）、東京丸子会の解散総会が東京で行われま
した。会員の高齢化などが背景にあり、第40回という節目
の総会をもって幕が下ろされました。
　総会では丸子出身の女優・土屋 貴子さんが出演した短編
映画「残照のかなたに」が放映されたほか、故郷・丸子を
想い「信濃の国」や「ふるさと」などが歌われました。
　会の最後にあたり、長く東京丸子会を支えた土屋 博会長
たちに花束が贈られ、感謝の気持ちが述べられました。

　10月22日（土）、丸子文化会館において、げんきまるこ産
業フェスタが4年ぶりに開催されました。
　季節の農産物が販売されたほか、五平餅や焼き鳥などフー
ドコーナーも賑わい、多くの来場者が買い物を楽しみました。
　屋内では、各企業の紹介ブースが設けられた「ものづく
り総合展」や丸子修学館高等学校などによる展示が行われ
ました。また、大ホールでは地元小中学校による合唱・吹
奏楽部コンサートも行われました。
　パトカーや自衛隊車両に乗る体験や、目を引く大きさの
ジャンボかぼちゃの展示に多くの子どもたちが集まり、賑や
かな声が響いていました。

東京丸子会解散 げんきまるこ産業フェスタ2022

たか   こ

ひろし



図書館だより ～知りたい、学びたい、楽しみたいを応援します～

カブトムシの館長さん
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丸子図書館の
QRコードは
⬅ こちら
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笑顔で賞状を手にする母・真由美さんと汐音さん

書と共に背景の色彩にもこだわっている

中高生向けに職員がお薦めする本を展示しています！
　おすすめ本コーナー内に、中高
生向けの本を展示しています。
　読み物はもちろんですが、進
路選択の参考になる本、クラブ
活動関係の本、メンタルケアや人
生訓の本など、図書館職員が中
高生の皆さんにお薦めしたい本
を集めました。
　ぜひ、手に取ってご覧ください。

日頃、学習室をご利用の
　　中高生の皆さん！
　　 ぜひ、閲覧スペースにも
         お立ち寄りください。
      素敵な本との出会いが
    待っていますよ。

1 移動図書館『あおぞら号』見学会
 場所：丸子図書館 駐車場
 時間：９時～１２時、13時～14時
2 おはなし会
 場所：丸子図書館 研修室
 時間：10時30分～11時（予定）
 内容：ひまわり人形劇サークルの皆さんによる
　　　　　絵本の読み聞かせと工作
3 ぬいぐるみおとまり会のおはなし会
 場所：丸子図書館 研修室
 時間：15時30分～

11月19日（土曜日）

1 リサイクルブックフェア
 場所：丸子図書館 研修室
 時間：10時～12時
2 図書館探検隊に挑戦！
 場所：丸子図書館
 　　  閲覧室ほか
 時間：13時～15時

11月26日（土曜日）

※2、3は事前に
　申し込みが必要
　です。

問 丸子図書館　電話42-2414／有線24602

　上田養護学校高等部3年生の竹花 汐音さん（生田）が、第25回長野県
障がい者文化芸術祭・書道の部で最優秀賞を受賞しました。この芸術祭は、
県内にお住まいの障がいのある方の芸術作品展で、長野県と長野県障がい
者文化芸術祭実行委員会の主催で開催されています。
　姉が書き初めしている姿を見て「私もやりたい」と、小学1年生から習
字を始めた汐音さん。翌年から芸術祭・書道の部に毎年出展しています。
今年の作品「共に歩む」は、お世話になった人へ「みんなありがとう」の
気持ちを込めて書いたとのこと。受賞を受け、汐音さんは「とてもうれし
かった。作品を見て“いいね”といってもらえるとうれしいです」と話し
てくれました。
　入賞作品は、優秀作品展として県内各地で巡回展示され、サントミュー
ゼでも12月16日（金）～18日（日）に展示されます。また、WEBサイトでは
芸術祭に出展された絵画や手芸など6部門の作品を見ることができます。

長野県障がい者文化芸術祭で
最優秀賞を受賞！

図書館まつりを
開催します！

しお   ね
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問 丸子地域教育事務所　人権教育係（丸子公民館内）　電話42-6682／有線24802

〈開  会〉　午後６時15分（開場６時）
　　　　　オープニングセレモニー
　　　　　フラダンス／“ポラニながせ”と丸子福祉会の皆さん
〈第1部〉　人権作品発表　午後６時30分
〈第2部〉　人権講演会　　午後７時～８時30分

　　　　　演題／「出会いの人生から学んだこと」
　　　　　　　　　　　　～守っていきたい私たちの人権～

　　　　　講師／菊地 幸夫氏 （弁護士）

丸 子 公 民 館 だ よ り

あらためて考えてみませんか。人間が人間として生まれながらにして持っている権利
12/4～12/10は人権週間です。

問 丸子地域教育事務所　社会教育係（丸子公民館内）　電話42-3147／有線24722

～気づきからの学び　一人ひとりからの発信～

第50回  ふれあい・人権の集い2022開催

フェイスブックで丸子公民館の情報を発信しています

丸子公民館に新規登録する団体の受付期間が始まります

「上田市丸子公民館」と検索、またはＱＲコードを読取により閲覧できます。
※閲覧にはFacebookのアカウント取得をおすすめします。

●受付期間 令和５年1月10日から1月24日まで
●登録について ・丸子公民館で１年以上の利用実績があること。
 ・会員が自主的に組織する団体であること。　など認定要件があります。
〇申請方法などの詳細は、丸子公民館へお問合せください。
　　〔事務室が空いている時間〕 平日8：30～17:15

●オープニングセレモニー 西内小学校金管バンド
●第1部 実践発表　学校人権同和教育の取り組み
 　・丸子北小学校
 　・塩川小学校
●第２部 人権コンサート
 　竹花 摩耶さん（ソプラノ）
 　木内 貴大さん（ピアノ）

日時／12 月 10 日（土）  午後2時～4時30分（1時30分開場）
場所／丸子文化会館セレスホール

丸子・武石地域の小中学生等の人権啓発作品
（ポスター・標語）をロビーに展示します。　

スマートフォン等でQR
コードを読取ると、ペー
ジにアクセスできます。

入場
無料

●第4回丸子地域協議会（7月21日）
○市民の森スケート場の廃止について、スポーツ推進課
から説明がありました。

○（仮称）道の駅まるこ基本構想（案）について、丸子建設
課から説明がありました。

●第5回丸子地域協議会（8月18日）
○西内小学校の今後のあり方について、教育総務課から
説明がありました。

●第6回丸子地域協議会（9月22日）
○上田市の公共交通の課題と地域公共交通計画の策定に
ついて、交通政策課から説明がありました。

○上田・長野間における水道事業広域化の検討について、
上水道課から説明がありました。
　どちらも、委員の皆様に今回の説明を受けての意見・
質問等を所定の用紙に記入して提出をしてもらうよう
依頼しました。

●分科会
「福祉・子育て」分科会を、第5、6回全体会の後に、「交
通」分科会を、第5回全体会の後に行いました。

丸子地域協議会だより
市民協働によるまちづくり

第６回丸子地域協議会

問 地域協議会事務局（地域振興課内）　電話42-1041／有線24510
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問 クアハウスかけゆ 電話44-2131／有線29762

申込み、詳しい内容については施設へ
お問い合わせください。

●水慣れからクロール・背泳ぎの
　初歩から完成を目指します。
　対　　象／小学生・定員10名【要予約】
　開催日時／11月20日(日)、12月18日（日）、
　　　　　　令和5年1月22日（日）
　　　　　　午前10時30分 ～ 11時30分
　※入館料（500円）の他に受講料100円が
　　かかります。
　　大人付き添い入館100円

クアハウスかけゆ　イ ベ ン ト 情 報
こども水泳アドバイス

水辺だより 依田川リバーフロント市民協働事業実行委員会
地域の宝 ～水辺環境を保護しましょう～

問 依田川リバーフロント市民協働事業実行委員会事務局（地域振興課内）　電話42-1041／有線24510

　「ポール de アクティブウォーキング教室」を10月8日（土）に開催しまし
た。専用のポールを両手に持ち、運動効果の高いウォーキングについて
体験しました。リバーフロント市民の広場で約30分の講習を行った後、
義仲公と縁深い宝蔵寺岩谷堂まで往復しました。

リバーフロント市民の広場  イベント

　本紙に掲載しているイベント等は、新型コロナウイルス
感染症の状況で中止や延期となる場合があります。
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－次号の丸子地域自治センターだよりは、令和5年2月に発行予定です。－

　毎年開催されている「丸子地域消費生活展」が、３年ぶりに、丸子文化会館にて開催
されます。パネル展示に加え特別講演や古着回収も行いますので、是非ご来場ください。
●テ ー マ／次世代につなげる安心・安全  ～あたりまえってなんだろう～
●日　　時／11月23日（水）　９時30分～13時
●場　　所／丸子文化会館セレスホール
●特別講演／10時30分～12時
　・演題　「気候危機！異常気象の原因と消費生活の適応」
　・講師　立花　義裕　教授
　　　　　（三重大学　大学院　生物資源学研究科
　　　　　 地球環境学講座気象・気候ダイナミクス研究室）   

問 丸子市民サービス課　電話42-1216／有線24491

問 建設課（土木担当）　電話42-1031／有線24561

除雪作業にご協力ください

第36回 丸子地域消費生活展が開催されます

　市では、冬期間の安全な道路交通を確保するため、除融雪作業を市内の業者に委託し、効
率的な除雪に努めています。作業は、市が管理するバス路線や主要な道路を中心に指定し、
除雪や凍結防止剤の散布を行います。
　大雪等に備え、特に次の点について、市民の皆様の一層のご理解とご協力をお願いします。

❶ 路上駐車や荷物の放置はしない … 作業の支障となり事故につながる恐れがあるため大変危険です。
❷ 道路・水路に雪を出さない ……… 思わぬ交通事故や水害の原因になりますのでご遠慮ください。
❸ 自宅前の除雪をお願いします …… 作業により戸口や車庫前に寄せられた雪の処理にご協力ください。
❹ 騒音等にご理解をお願いします … 早朝や夜間作業による騒音等でご迷惑をおかけする場合があります。

【お願い】新型コロナウイルス感染予防
のため、ご来場の際はマスクの着用をお
願いします。また、体調がすぐれない方
のご来場はお控えください。 

第33回 文化会館での開催の様子

古着回収
９時30分～12時

いわ   や


